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開放屋外形モート ルの絶縁特性
Insulating Characteristics ofOpen Type Motors for Outdoor Use

楠 本 正 義*
MasayoshiIsomoto

内 容 梗 概

』‡外で使川するモートルほ,その防水性のために従来は主として全閉構造のモート/しが採用されていた｡こ

れを開放形モートルにr托換することはメーカーの多年の夢であったが,什む製作所ではこれを実現し,従来の

全閉屋外形モートルよりもすぐれた絶縁特性をもつ開放屋外形モートルを開発したのでその概要を紹介する｡

l.緒 R

最近新設されるプラントでは,モートルを機械とともに良三外に設

粧することが多くなった｡

普通構造のモートルをこのような拝外で長期l詞使川すると,直接

風雨にさらされるため,絶縁抵抗の低下,軸受への浸水などのおそ

れを生じ.モートルの寿命が短くなるので,以外形モートルが採用

されて来たのである｡

以外モートルには全閉良三外形と開放垣外形がある｡全閉屋外形は

モートルを全閉構造として軸受部,端子箱,ハウジングとエンドブ

ラケットなどの接合部の防水性を強化して雨水がモートル什剖如こ浸

入しないようにしたもの,開放h‡外形ほモートルを伝ミ外力バー仙こ

納めて耐水がモートルl勺に至上入しないようにしたものである｡

このように従来のJぅ与外形モートルは耐水によってモートルの絶縁

特性が町Fしないように,モートル充電部に雨水が触れないように

してあるが,允電部に1妨水性絶縁ワニス処刊とを施こして完全に防水

しておけば替地f持造の開放形でも卜分由リトで綾川できるはずであ

る｡

われわれはこのノ/針で了汁ブヒを進め,允′右挑をェホキシワニスで処

理して防水性のすぐれた一汗辿構造の開放屋外形モートルを完成し

た｡

この新しい開放伝言二外形モート′しは従来の全閉描外形モートルと比

較しで安価であるばかF)でなく,絶絃特性もすぐれたもので,以下

その縦線特性,構造について述べる｡

2.絶縁ワニスの諸特性

このモートルの絶紘`起線ほ沖い絶縁戊膜にもかかわらず,耐熱劣

化性,耐摩耗1生,絶縫付当ミのすく-､れたポリエステル線(2)(l).E.W.

線)を採用し,ふぞ絶縁材柑こi･よ非吸甜イヒで右気的,機械的性能に

すぐれた7ドリエステルフイ′レム(マイラー)を使用しているr､

絶線処理の選定にお)たってi･よ,充電部をモールディングすること

も考えられるが,開脚1与外形モート′しほ水小モートルのように珊時

水虻のかかった状態で運転するものではないので,絶縁皮膜の厚さ

は一般のワニス処理とモールディンブの･川t口がよいと思われる｡

したがって使用する絶縁ワニスほチクソトロビックな性質(依械

的な影響でゾル,ゲルの転行をする)を杓っていて一回のワニス処

】坦で通常のワニスよりも多量に付着するような特性が必要である｡

付着したワニスほ加熱硬化･いに摘‾Fせず,かつ硬化後もたわみ性を

持っていて,き裂発f卜防山こ有効であり,電気的,機械的特性のす

ぐれたエポキシワニスを採用している｡

弟1表ほこのワニスの性状,勾引生をホしたもので,このワニスを

使用した絶縁処理の特長ほ次のとおりである｡

(1)従来のワニスのような希釈溶剤が含まれていないので,硬

日立製作所習志野工場

化の際に揮発分を発!トせず,硬化に対する体積収縮が′J､さく,ポ

イド,ピンホールの発生のおそれがない｡

(2)チクソトロビックな性質のためワニス粘度が高くても,コ

イル深部まで十分に含浸し,しかもワニス付着量が大きいので,

一般のワニスよりも絶縁皮険を厚くでき,吸水率も少ないので防

水性が強い｡

(3)硬化後もたわみ性を失なわないので,コイルの熱膨張,収

縮によく順応でき,絶縁皮膜が厚くてもき裂発生の心配がない｡

(4)絶縁抵抗,絶縁耐力が大である｡

第1図 開放屋外形モートルの外観 0.4kW EFOA-K4梅
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謀ぎ1去 エポキシワニスの特性

軋上合 割 合(巾ム.1二)

硬 化 粂 什

粘 度
(ポ イ ズ 25℃)

(ボ イ ス 60℃)

硬 化 綬 の 状 態

B.D.Ⅴ

作 耶 回

和 紙 机

†常 子讃 kVノ

〔泣 水 24峠けi=考kVJ

(常 頒 ∫トcmノ

〔出水24時｢一口綾亡トcllュ)

引 髄 歯 膣 (kg.′/cm2〉

伸 び r㌔〉

吸 水 ヰi(/卓立水24時倒綬′ヲ;

冷葬さ欄j星･……

＋昌呂モ

ヽ(

A液100＋B波200

120℃ 2時ロー】

テクソトIコ ヒック

可 搬 件 和 り

20kVハ¶m

191(Ⅴ//mm

7 ×1013

2 ×1013

100

3こ)

0.2

10cノ/sプぐ.懲なL

左側:一般開放形電動供用固定子

右側:開放屋外形電動機用固定子

第3図 固定子ワニス処理後の外観

3.構 造

開放屋外形モートルの外観は策1図に示すとおりで,汎川モート

ルと同様で取付寸法もまつたく同じものである｡脂告ほ弟2図にホ

すとおりで,汎川モートルに比べると次のような考慮が払われてい

る｡

3.1充 電 部 分

前項で述べたように,テクソトロビックな性汽をもつエホキシワ

ニスで処即しており,虹技充罷部に了ミIj水がかかっても絶縁低下をし

ないようになっている｡その仕上がi)外観は弟3図に示すように一

般の標準モートルよりもワニス什右品が多くなっている｡

3.2 口出線接続部

L-1出線は耐ゼ化性が人きく,耐水絶縁性の試い合成ゴム戊鮎Il出

線をJl-〕いている｡このロ出船とコイルとの接続部もテクソトロビッ

クなエポキシワニス処刑を施してあり,しかも口出線を多少乱如こ

動かしても,接続跳近くのワニスに棟槻的にき裂がはいらないよう

な構造となっている｡

3.3 端 子 箱

端子箱は外部から雨水がはいらないよう接(㌻面を令成ゴムバツキ

ソグによる防水鵬造としてあり,モートルl勺部にu入したlこト川くが端

子稚内むこはいらないよう第4図にホすように,ゴムブッシュとIl出

線,ゴムブッシュとモートルハウジングのl川はたわんド日立jr川一で接

心してある｡

3.4 軸 貫 通 部

軸上て通部は第5図に′Jミすようにモートルの外敵lノづ跳側ともプリ

ンガで迷路を形成し,運転巾はその遠心力で水稲を振り柵よすよう

な構造となっている｡
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第5図 軸 貫 通 部
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第6凶 盲■i三水.試 験 盟 仙

3.5 さび止め処草堂

前述したように,開放h主外形モートル内f糾こも耐水がはいるので

コア部,シャフト部などのモートルlノづ部も外吉lほ同様にさび止め処

〕型を施してある｡

4.特 性

今まで-1-iとLてエ+ヰシワニス･lil･丑山こついての枚､i､仙別を.言止して

きたが,次にこのワニスでモ叩トルを処Jllとした場｢†の1判生について

述べる｡

4.1音■j三水▲iぺ験による絶線的性の変化

l淋起した鵬追のl那地主外形モートルを第占図の典似でi■i三水ふ〔験を

子-fなってその純綿J舶'亡の射ヒを洲′起した仁､

止水試験ほ比較のた桝こ一般防荊形モートル,1三間』主外形モート

ー92一
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窮7図 汀 水 試 験 状 況

ルとともに30日間鎚佼連続注水を行ない,その【芯汁二1巾8時間は定格

負荷逆転を行ない,夜l‾J耶･帥jり卜しでねいた｡

第7図は注水試験の実施料兄を示している｡

その結果ほ舞8図にホすとおりで,汗水糾J抑こはい‾ずれも1()ヰMエユ

以上の絶縁紙抗があったものが,一機l加商形モートルは5｢=如こは

1M丘‾ユ以1ごになっている｡

また全閉足外形モートルは運転,停止を絞りj垣すことによる氾度

変化のた捌こモートルl勺の空気が膨張あるいは収縮する｡いわゆる

呼吸作用のた捌こ30口経過後は約100M･fユに低下して安定してい

る｡これに対してエポキシワニス処理をした開放区外形モートルほ

30日経過後もなお初期とほとんど変オ)らない絶縁紙抗を示してお

り,絶縁特性ほ従火の以外形モートルと比べて数段まさっているも

のである｡

ん2 冷熱繰り返し試験

モートルをJぅ主外に設il■′■亡する助榊王府水のはかに,川‾l･はぃ別口光

にさらされて温度がl二がり,授けl‾]ほ冷却されて氾度が‾Fがり,モ】ト

ルは冷熱を繰返す別象がある｡そこでモートルを恒舶付如こ人月‾して,
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第8図 絶縁 抵抗 曲 線

＋10〕℃ 8時間

を1刷gほする冷熱繰り返し試験を行なってワニスのき裂発生状況

を調推したが,30周期経過後もき裂の発生は認められなかった｡

5.結 口

以上チタソトロビックな性質をもったエポキシ絶縁を採用した開

放J去外形モートルは,従来の程外形モートルよりもすぐれた絶縁特

性をもっていることについて述べた｡

口立製作所ぼ捌こ新しい材料の開発と,その実川化に改めている

が,今後も材料の進歩発達に即妃こして,モートルの言朋寺性向上を図

り,謡要家各位のご要望にこたえたいと考えている｡
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登録新案第712941号

新 案 の 紹 介

ダ ブ ル ヘ リ カ ル 歯 車

この号射£4三イイのヘリカルl掛l〔を人′七別Hりこノ抄成し,そノナし

に調整してiEしく噛f㌻わせ々1亡上うにいこダブ′し/､リー′ノル幽小に関す

るものである｡

ん右ヘリカル射小2放び3を朋り作に萎糾1…した後,対応するflけ

船中との噛｢㌻調1ミ写亡上/■二ヘリカ′LL榊后2を卜】惟軸1の鍔部にPil右しノて

おき,調紫板5または6を=川ノノ向に柁什して噛√㌻調紫をおこな`-′

噛｢㌻ヘリ力/L

卜;こない･‾Jる√､
ヘリー〃′レl■如1土を仙ノノ向に移動させて

lLりヘリカノし齢小:い軌ノノl∴=こJ助
什してそのト上古F亡を止めるヰjのてムる‥

噛｢ナの調難ができ7二しことレ刈八旗をナソト4にて轍鮒し,/.ニイ｢のヘ

リカル歯中2,3心よひ.苅鮒二k5,6を･休とLて数本のリーーーりミノL

フ J 7

＼ ノ /

// / / //′/// / / / / / / / //

∽ク沫イ/クニ∵ :イ/ンシ∴シシJ

/

ざ ∫

如1しズl

登録新案舞709153号

伊 藤 文 夫･樗 木 康 夫

卜7に■叩iI右Lて1上める〔､

二のような左イ了ヘリカル射巾を別体に形成し回転軸に朕込み孤立

てることは,従火知らかた構成である｡

この′考案ほこの左右/､リカル幽小の転軸力向の移動が連続的にお

こないうる詞曽繋板を該歯車の間に介在させて孤立てたことを特長と
するヰ+のである〔

調紫枇を設けるたけであるので構造が簡単であり,その調整rlて業

と調づ削kをいⅠ転するだけであるから容易である｡また調整板を適当

ば,i■!j船中二の間l稲を縮めることができ軸長を短くするこ

とができる利山がある∩ (千 心)

無接点式切換装置の誤動作防止装置

`-琵動機71川御l=川名でFE機/･`■に枕を制柑ヰするためけ｢に動機界磁側への

仙琶`古流等は電動機の止逆潮如こ応じてその仲仕な蜘換える必安が

あり,磁′気1削応諾詩の特性を利川し人ノノ′■蛋挽か′トさい場介の傾斜を川

いで他作の切換の効果をf〔fる等の無招∴■王式切換装ざFモボいろいろ掟案

さノ†1ている｡しかLこの作用の子+二ウニとの古_1_t火るのはきjっめて削ら

･‾fした純幽で磁気哨帖旨㌻きへの人ノノ`■‾に流の人きさにエリ挿性切換とは迎
の什川を打ってしまうのである｢.

本‾巧一射エこのノ1ほ此1い′たも〃)て鎚㌔川･′川噛ミそ:トの人ノバE流を-･止

抱凹州に制l葺いj-る亡い)にした､iJ〟)てある｢,

L利こおいて1,2は.子止り･人ノJ拭け,3ほ一札捌ユりノ〔,4放び5ほ應写

沈黙,6i上北咋主1一旨=+提起川机寸■′-淵,7は∠.叩′■にけJ辻址耶琵帆 8は

磁災増幅㍑:ヰ人ノJ巻線,9キ上磁気椚帖;思ぃ亡10(.Lそのバイアス巻線であ

る｢_-抵抗㍑詮6には電淋7により電口三を発1二.し,端/･1,2に塩江Vl

を加えるとC山の電付ほ択机3にエリ少し純少し レンとなりa山の

電比帖より人きけJt･は整流旨:主4に11ニノノ向電什が加j一つつたことにな

り,C点の電位ほl七よりノこきくくなることほないr∴又極性が辿にな

った勘合は托がbノピ､(の電旺Vムより小さくなることもない｡かく

♂ J

節2図

宅 間 出

して巻線8にはl災られた`古址が加けブリ,l胡去らJLた範朋の唱流,即ち

極性切換作用のある抱囲の電流が流れある倍以上父ほ以下の場令は

一足他に㌻】1-ルドするので人力信拉が限定された範囲外に出ても誤
動作することはなくなる｡
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